
小松島市消防団組織再編実施計画（概要版）

基本計画について（令和6年４月1日策定）

基本方針
　初動体制の強化・消防団員の負担軽減
　消防団活動を進める中で、団員数の減少、社会情勢の変化等、消防団を取り巻く環境は大きく変化して
おり、消防団を再編し、今後のさらなる人口減少にも柔軟に対応可能な体制づくりを進めます。

再編の方向性
　消防団員の意見を最大限尊重
　消防団再編にあたっては、一方の分団を存続させ、他方の分団を廃止するという考え方ではなく、新しい
分団を設置するという考え方とし、再編を実施します。

再編対象分団
　再編が必要と回答した分団
・消防団員数が少なく、特に昼間の出動に対し、苦慮している分団
・管轄面積が小さく、管轄人口が極めて少ない分団



消防団の現状

消防分団詰所 令和7年４月１日現在

分団 管轄区域 建築年 種別

第１分団 川南地区 Ｈ２０ 鉄骨２階

第２分団 前原地区 Ｈ２７ 鉄骨２階

第３分団 芝生地区 Ｓ５７ 鉄骨２階

第４分団 金磯地区 Ｓ６３ 鉄骨２階

第５分団 田浦地区 R4 鉄骨２階

第６分団 田野地区 Ｓ５１ 鉄骨２階

第７分団 中郷地区 Ｓ４６ 鉄骨２階

第８分団 中田江田地区 Ｓ５６ 木造２階

第９分団 日開野地区 Ｒ１ 鉄骨２階

第１１分団 新居見地区 Ｓ６３ 鉄骨２階

第１２分団 川北地区 Ｓ５３ 鉄骨２階

第１３分団 横須地区 Ｓ５５ 鉄骨２階

第１４分団 立江地区 Ｒ6 鉄骨２階

第１５分団 櫛淵地区 Ｓ６１ 鉄骨２階

第１６分団 赤石地区 Ｓ３８ 木造平屋

第１８分団 大林地区 Ｓ５８ 鉄骨２階

第１９分団 苅屋地区 Ｓ５５ 鉄骨２階

第２０分団 和田島東地区 Ｈ１９ 鉄骨２階

第２１分団 田北地区 Ｓ５８ 鉄骨２階

第２２分団 目佐大場地区 Ｈ４ 鉄骨２階

第２３分団 坂野地区 Ｈ５ 鉄骨２階

第２５分団 和田島西地区 Ｈ１ 鉄骨２階

世帯数・地区人口・分団員数 令和7 年4月１日現在
分団 管轄区域 世帯数 地区人口 管轄

面積

分団

員数

平均

年齢

第1 分団 川南地区 1,082 2,131 0.6 20 39.1

第2 分団 前原地区 169 382 1.1 17 47.4

第3 分団 芝生地区 557 1,251 2.1 20 36.5

第4 分団 金磯地区 1,167 2,270 1.0 20 39.6

第5 分団 田浦地区 792 1,743 2.1 20 41.2

第6 分団 田野地区 615 1,283 6.9 16 49.1

第7 分団 中郷地区 928 1,550 0.9 12 44.9

第8 分団 中田江田地区 2,039 3,872 2.7 15 44.5

第9 分団 日開野地区 1,632 3,421 1.5 17 42.8

第11分団 新居見地区 143 322 1.8 12 45.5

第12分団 川北地区 1,127 2,126 1.0 17 50.9

第13分団 横須地区 1,201 2,256 0.7 18 40.4

第14分団 立江地区 668 1,397 4.4 18 47.8

第15分団 櫛淵地区 359 723 5.8 16 45.6

第16分団 赤石地区 617 1,235 2.1 17 44.7

第18分団 大林地区 993 2,240 2.3 13 52.8

第19分団 苅屋地区 170 384 1.2 11 44.2

第20分団 和田島東地区 1,389 2,903 2.3 17 43.8

第21分団 田北地区 256 529 0.8 18 42.4

第22分団 目佐大場地区 314 580 1.2 13 47.5

第23分団 坂野地区 160 354 1.2 11 44.8

第25分団 和田島西地区 674 1,261 1.7 17 41.8

管轄人口が少ない分団 S56年以前に建築された詰所



消防分団１ヶ分団の人員数イメージ

活動内容 必要人員数 備考

通常の災害 5人 消防車にて迅速出動
初動体制確立のため非常招集に迅速に対応で
きる団員

長時間の災害 20人 5人×3グループ＝15人+物資の調達調整5人
現場活動は3グループによる交替制

大規模災害 20人 避難誘導等

機械点検 5人

交替により対応
（消防団員一人にかかる負担を軽減）

煙火警備 5人

各種訓練 5人

地域活動 5人



・人口減により年々消防団員数が減少している。
・消防団員の負担が増加している。
・初動体制を確保できない。
・消防分団詰所が老朽化している。

再編の必要性について

再編により段階的に解消



令和８（2026）年度から令和１５（2033）年度まで

⇒　消防団の再編は、社会情勢の変化や今後の消防団を取り巻く環境の変化を踏まえ、
時々の実情等をしっかりと勘案しながら、必要な見直しを行っていきます。
　また、組織の再編を急速に進めると、消防団活動に大きな影響を生じかねないことや、再
編に伴う消防団施設の整備等には、相当な期間を要することが想定されるため、再編につ
いては十分に検討するとともに、団員や地域住民の意見を尊重しながら全分団対象として
見直しを行うこととします。

計画の期間

R6年度
（2024）

R7年度
（2025）

R8年度
（2026）

R9年度
（2027）

R10年度
（2028）

R11年度
（2029）

R12年度
（2030）

R13年度
（2031）

R14年度
（2032）

R15年度
（2033）

R16年度
（2034）

R17年度
（2035）

再編基本計画期間【10カ年】 次期再編基本計画

実施計画策定 再編実施計画期間【８カ年】
（適宜見直し） 次期再編実施計画



再編の枠組み

 再編対象分団については、消防団員の意向を尊重し、再編に前向きな分団や再編が早
急に必要であると考えている分団とします。第16分団、第18分団の新開地区及び坂野地
区４個分団とします。なお、定期的に再編に係る会議を開催し、適宜、対象分団の見直しを
します。

  第３班
（4ケ分団）

第１４分団 立江

第３班
（3ケ分団）

立江
櫛淵第１５分団 櫛淵

第１６分団 赤石 新開小学校区

赤石・大林）（第１８分団 大林

第４班
（6ケ分団）

第１９分団 苅屋

第４班
（3ケ分団）

坂野小学校区
（苅屋・田北・
目佐大場・坂野）

第２０分団 和田島東
第２１分団 田北
第２２分団 目佐大場
第２３分団 坂野 和田島東

和田島西第２５分団 和田島西

統合後



再編スケジュール①

 短期間で組織再編を行うと消防団の沿革、地域の住民意識及び消防団の士
気や連携不足等による地域防災力の低下が懸念されることなどから十分な準備
期間を取り移行することとします。

第３班再編スケジュール案（新開地区）

計画期間 分団統合 建設設計業務 分団詰所建設

班 分団 地区 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17
14 立江

15 櫛渕

16 赤石

18 大林

3
設計 建設 統合



再編スケジュール②

第４班再編スケジュール案（坂野地区）

計画期間 分団統合 建設設計業務 分団詰所建設

班 分団 地区 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17
19 苅屋

21 田北

22 目佐大場

23 坂野

20 和田島東

25 和田島西

4
設計 建設

統合
完了

段階的統合



再編に伴う消防施設（消防団詰所及び消防車両）の整備

・新たに整備する消防団詰所は、小学校の利活用や周辺公共施設との複合化を
模索するなど、「施設の安全性」「施設の必要性」「施設の有効性」「管理運営の
効率性」の視点から検討を行い、より地域に密着した施設とします。

・消防団車両については、年式の新しい車両を優先的に使用することとします。併
せて、再編により使用しなくなった車両については、消防本部で一定期間使用す
る又は、更新が必要な分団へ移管することとします。なお、４班の坂野地区４ヶ分
団の車両は、新規更新は行わないこととし、新たな施設での運用が開始されるま
では、既存の車両を延伸し、使用することも視野に入れ、協議検討します。最終的
な運用形態については、今後協議し、地域防災力が維持され、スームズな移行が
できるよう努めます。



計画の推進体制

　　今後も少子高齢化の進展による人口減少及び被雇用者率の上昇など
社会環境変化の影響により、消防団員数の減少が予想されます。また、勤
務地や勤務体制等により災害出動体制を確立できない消防分団も散見さ
れています。　　
　　消防団の特性である「要員動員力」や「即時対応力」に陰りが見え始め
る中、その歴史からも地域との繋がりが非常に強く、「地域密着力」を有す
る組織であることから、地域住民の理解を求め十分な説明を行う必要があ
ります。
　　このようなことから、「地域防災力の機能強化」及び「持続可能な組織
体制の構築」を目的に引き続き消防団員の確保に努めるとともに、社会情
勢の変化や今後の消防団を取り巻く環境の変化を踏まえ、その時々の実情
等をしっかりと勘案しながら再編について必要な見直しを行っていきます。



市民に寄り添った活動をすることができ、市民が
そのメリットを享受できる環境づくりを推進

・迅速、確実な初動体制の確立

・南海トラフ地震発災時においても確実に出動ができ、一元化　

　した組織活動ができる体制の整備

・交替制により消防団員の負担を軽減

・１ヶ分団の団員数を増やし、災害対応能力を強化

・将来に亘り永続的な活動ができる組織体制の構築

消防団再編により消防本部が目指していること



Ｎ

８分団

２分団
７分団

５分団
１１分団

９分団

１分団

１２分団

６分団

３分団

１３分団

４分団

１４分団

２０分団

２５分団

１５分団

２班

１班

３班

４班

消防本部・団本部

消 防 署

消 防 分 団

分 団 境 界 線

班 境 界 線

市 町 村 境 界 線

新 分 団 詰 所

新 分 団 詰 所

再編完了後の全体配置図

班 分団 地区 地区人口

1班

2分団 前原

9,995 

5分団 田浦
7分団 中郷
8分団 中田江田

11分団 新居見
12分団 川北

2班

1分団 川南

12,612 

3分団 芝生
4分団 金磯
6分団 田野
9分団 日開野

13分団 横須

3班
14分団 立江

5,595 15分団 櫛淵
16・18分団 新開

4班
19・21・22・23分団 坂野

6,011 20分団 和田島東
25分団 和田島西


